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第１章 研究背景と研究目的 

筆者は、一人の日本語学習者としてシャドーイングを取り入れた自律学習を一年半続け

た経験がある。筆者の周りでは、「発音がよくなりたい」、「会話能力が向上したい」などの

思いでシャドーイングのスタートラインに立ったが、二、三回か一週間であきらめた人が

ほとんどであり、半年以上シャドーイング練習を続けられた学習者はめったにいない。シ

ャドーイングが長く続けられ、三日坊主の状態を脱却したいが、その方法が分からなく悩

んでいる学習者はしばしばみられる。そこで、シャドーイングを長く続けられた日本語学

習者はどのような学習意欲で支えられ、学習意欲に変化がないのか、また、変化がある場

合、学習意欲が減退する時はどのように制御し、学習意欲を再生し、学習行動を続けてい

たかということについて疑問を抱いた。 

本研究では、長期継続者はどのような学習者であり、どのようなビリーフの中でシャド

ーイングを行っていたかを解明した上で、具体的にシャドーイングを行う際に、長期継続

者は心理的にどのような揺れが起き、そして、どのように自ら調整、対応したかを明らか

にすることである。そのために、次のようなリサーチクエスチョン（RQ）を立てた。 

RQ1 シャドーイングを長期的に継続している学習者は、どのような学習者か。 

RQ2 シャドーイングを長期的に継続している学習者は、どのように学習意欲を維持して 

いるか。 

第２章 先行研究と本研究の位置付け 

本研究では、自律音声学習、優れた学習者研究及び学習意欲という 3 つの研究分野にお

ける、1）自律音声学習における優れた学習者、2）シャドーイングに対するポジティブな

意識、3）シャドーイングにおける学習意欲の維持の工夫、4）学習意欲における理論的枠

組み、5）学習意欲の維持における理論的枠組み、6）優れた学習者の維持の工夫という 6

点から、先行研究を紹介する。本研究の研究課題は、シャドーイングを取り入れた自律音

声学習における長期継続者の学習意欲の維持である。この 6 つの部分の先行研究と本研究

の研究課題との関係は、図 1 のとおりである。 

1）自律音声学習における優れた学習者研究では、戸田（2008）によると、シャドーイ

ングの実践・継続が優れた自律音声学習者の中で特徴として見られた。2）シャドーイン

グに対するポジティブな意識に関する研究では、唐澤（2010）によると、困難を感じる一

方、シャドーイングをポジティブに捉える学習者の存在を紹介した。そして、城（2010）

では、音声学習に対する意欲の有無と失敗に対する捉え方が、シャドーイングに対する意





「動機づけを高める追観」（pp.22-23）に分け、大谷（2019）に従い、SCAT による分析

を行った。 

第４章 研究成果 

シャドーイングを取り入れた自律音声学習を、長期的に継続した調査協力者 A と、調査

協力者 B の特徴は、以下のとおりである。A さんは内発的に動機づけた学習者、自己決定

した学習者である。このような学習者 A さんは、増大的知能観、誰でもできる自律学習観、

コミュニケーション及び社会理解のツールという言語観、高度な音声学習目標を持ってい

る。B さんは自己決定した学習者、日本語愛を持つ学習者、高度な音声学習目標を持つ学

習者、一生懸命努力している学習者である。 

そして、シャドーイングを取り入れた自律音声学習における学習意欲を維持するために、

調査協力者 A と調査協力者 B は、学習意欲を維持する工夫は以下のとおりである。A さん

はシャドーイングにおける学習意欲を維持するため、大量の真似行動を通してネイティブ

発話の疑似体験としてシャドーイングを定義し、日本社会参加のための素材選択、リラッ

クスとしてのシャドーイングの位置づけ、シャドーイングの楽しさを味わうといった工夫

をした。B さんはシャドーイングにおける学習意欲を維持するため、理想的な日本語像に

近づける方法としてシャドーイングを位置づけ、控えめな練習時間を設置し、明確化した

練習のプロセスを有し、自己調整を行うといった工夫をした。 

さらに、調査協力者の特徴と、学習意欲を維持する工夫の間に、連動が見られた。例え

ば、A さんの場合、コミュニケーション及び社会理解のツール、という言語観を持つため、

シャドーイングの素材選択する際に、NHK ニュースや教科書より、敢えて非標準的な日

本語の素材選択や、実生活の中で日本人の使用状況を基準とした素材選択という工夫を行

ったことが分かった。また、B さんは日本語愛を持つ学習者であるため、シャドーイング

だけ実践していたのではなく、ありとあらゆる学習方法を試みたことが分かった。そのた

め、B さんは無意識的にシャドーイングを行い、随伴行為としてシャドーイングを定着化

した。以上のように、氷山の下の A さんと B さんのビリーフは、氷山の上の A さんと B

さんの行動を支えることが明らかになった。 

結論と今後の課題 

RQ1 は「シャドーイングを長期的に継続している学習者は、どのような学習者か」であ

る。シャドーイングを長期的に継続している学習者は、自己決定した学習者、増大的知能

観を持つ学習者、言語に対する高度な目標を持つ学習者、言語愛を持つ学習者、言語の社



会的価値を感じ、言語社会への好感を持つ学習者である。 

RQ2 は「シャドーイングを長期的に継続している学習者は、どのように学習意欲を維持

しているか」である。シャドーイングを長期的に継続している学習者は、以下のように学

習意欲を維持している。まず、行動面では、面白さ重視の素材選択と自分のレベルに合う

素材選択を行い、短めな練習時間を設置している。 

認知面では、随伴行為としてのシャドーイングを位置づけ、ネイティブ発話に近づける

練習としてシャドーイングを定義づけ、発音・語彙・文法面における効果を感じながらシ

ャドーイングを行っている。困難と遭遇する際に、学びのチャンスとして困難を捉える。 

本研究の成果を踏まえ、日本語学習者に以下の 3 点が提言できる。 

（1）自律学習で遭遇したシャドーイングの困難を積極的に捉えること 

本研究では、シャドーイングが好きな上級日本語学習者 2 人に、アンケート調査及びイ

ンタビューした結果、2 人ともシャドーイングが難しいと明言した。そこから、日本語レ

ベルや学習スタイルと関係なく、シャドーイング自体は難しいことを示唆する。シャドー

イング遂行時に、失敗したり挫折を感じたりすることには必然性があることを示唆する。 

そこで、本研究では、2 人の研究協力者は困難を感じつつ、長期的にシャドーイングを

継続したことが分かった。A さんは困難をチャレンジとして捉え、困難を乗り越える達成

感を味わいながら、学びのチャンスとして積極的に困難に向かった。B さんも能動的に書

き付けストラテジーや繰り返しストラテジーなどの工夫を行い、学びのチャンスとして困

難を積極的に捉えた。以上のように、A さんと B さんの事例から、日本語学習者は自律的

にシャドーイングを行う際に、前もってシャドーイングの難しさを認識する必要があり、

学びのチャンスとして遂行時にある困難を積極的に捉えることで、学習意欲を維持してい

くことを期待する。 

（2）長期継続者の行動面及び認知面における工夫を参考すること 

本研究では、自律学習として 3年以上シャドーイングを継続した学習者に調査を行った。

長期継続者は行動面と認知面で、様々な工夫を行い、成功的に学習意欲を維持してきた。

A さんと B さんの学習意欲を支えてきた工夫は、日本語学習者にとって十分な参考価値が

あると言えよう。 

（3）学習意欲を維持する工夫を創出する力を持つようになること 

本研究では、長期継続者が持つ氷山の下にある、見えないビリーフと、氷山の上で見ら

れる、学習意欲の維持の行動との連動が明らかになった。その連動を観察することで、日



本語学習者は、自分の文脈と照らし合わせることで、自分にとって最適な工夫を考え出す

助けになることを期待できる。 

日本語教師に対しては、以下の 2 点が提言できる。 

（1）教師からの支援の提供 

A さんの事例により、教師は学習者の学習スタイルやニーズを十分に認識していないま

まで一般論的な助言を与えた場合、かえって、学習者の学習意欲を低減させる恐れがある

ことを示唆する。B さんの事例により、教師から行動面における助言を与えることが重要

である一方、シャドーイングの困難さに対する共感を示すことや、困難に遭遇する際に情

意面における助言の提示も不可欠であることを示唆する。 

（2）コミュニケーション意欲、日本語愛の重要性への再認識 

長期継続者が学習意欲を維持できた源は、日本語を媒介としたコミュニケーションによ

りもたらした、新しい知見を得る楽しさや、人と繋がる楽しさから生じる日本語愛にある。

日本語愛が存在するからこそ、学習者は高度な学習目標を持ち、さらに、目標達成のため

に自ら様々な工夫を試していく。しかし、日本語愛は数字で測りにくく、育成や喚起する

ことも容易ではない。そのため、日本語教育現場では、日本語愛の育成や喚起を後回しに

することがよく見られる。本研究では、長期継続者の事例により、今一度コミュニケーシ

ョン意欲と日本語愛の重要性が認識でき、日本語愛を持つ学習者を育成するような日本語

教育を期待したい。 

本研究では、2 人の長期継続者の事例から、長期継続者が持つビリーフ、長期継続者の

学習意欲を維持する工夫、さらに、長期継続者が持つ見えないビリーフと学習意欲の維持

の行動との連動も明らかにした。学習意欲の維持に関連する研究の中で、研究観点の新規

性が示せたと言えよう。その上で、本研究の研究観点を援用し、シャドーイングを取り入

れた自律学習において、学習意欲を維持できない学習者や、シャドーイング以外の学習方

法を自律学習として継続できた学習者を対象に、学習者が持つビリーフと学習意欲を維持

する行動の連動を明らかにすることを今後の課題としたい。 
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